A prospective study to evaluate a new dental management protocol before hematopoietic stem cell transplantation by 山縣 憲司
A prospective study to evaluate a new dental




Offprint. Originally published in: Bone marrow
transplantation, v. 38, no. 3, pp. 237-242,
2006
Thesis (Ph. D. in Medical
Sciences)--University of Tsukuba, (B), no.
2249, 2006.12.31

















学 位 の 種 類 博　　士（医　　学）
学 位 記 番 号 博　乙　第　2249　号
学位授与年月日 平成 8 年 2 月 3 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 2 項該当
審 査 研 究 科 人間総合科学研究科
学 位 論 文 題 目 A prospective study to evaluate a new dental management protocol 
before hematopoietic stem cell transplantation
（造血幹細胞移植前の新しい歯科管理プロトコールを確立するための研究）
主　査 筑波大学教授 医学博士   二　宮　治　彦
副　査 筑波大学教授 博士（医学）   大根田　　　修
副　査 筑波大学講師 博士（医学）   松　下　昌之助








　口腔内精査を行った造血器悪性腫瘍患者のうち HSCT が終了した 4 例を対象に研究を行った。内訳は男
性 22 例，女性 9 例で平均年齢 4.3 歳（7～58 歳）であった。原疾患は慢性骨髄性白血病 4 例，悪性リン
パ腫 7 例，急性骨髄性白血病，非ホジキンリンパ腫，骨髄異形成症候群各 4 例，その他 8 例。骨髄移植（BMT）








　歯科治療の可能であった期間は  ヶ月未満が 3 例，～2 ヶ月が  例，2 ヶ月以上が 7 例であった。4
例中 38 例（92.7％）は歯科疾患を有していた。その内訳は，う歯を 26 例（0 歯），歯髄炎を 2 例（5 歯），
根尖性歯周炎を 9 例（43 歯）に認めた。また，辺縁性歯周炎は 24 例（94 歯），半埋伏智歯は  例（2 歯）
【362】
－86－
にみられた。新しいプロトコールに従い，36 例の患者に歯科治療を行った。治療内容は，う歯 26 例中 2 例 
（40 歯）で修復処置，歯髄炎は全 5 例で抜髄処置を行った。根尖性歯周炎 9 例中 7 例（7 歯）に抜歯，4 例 
（5 歯）に根管治療を行った。また，辺縁性歯周炎 24 例中 5 例（6 歯）は抜歯，全例で歯石除去とブラッシ

































て患者の QOL などの点でもどのような優位性があるのかを明らかにするような Prospective な研究計画
－87－
が求められる。
4. 　研究対象の症例数が限られた条件下で，保存的な治療範囲を拡げつつ，治療スタンダードを確立しよう
とする研究姿勢は評価できる。今後小児患者を対象としたプロトコールなどについても上記批評をふまえ
て質の高い臨床研究が推進されることを期待する。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
